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３
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
を
２
月

20
日
～
３
月
13
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
、
６
件
の

特
別
会
計
、
下
水
道
と

水
道
２
件
の
事
業
会
計

な
ど
９
会
計
の
２
年
度

当
初
予
算
及
び
県
議
会

議
員
補
欠
選
挙
に
伴
う

補
正
予
算
１
件
と
10
会

計
の
元
年
度
補
正
予
算

は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。（
４
～
６
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

　

３
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
審
査

や
所
管
事
務
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。（
７
～

10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

一
般
質
問
で
は
、
５

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
11
～
13
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

■
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

中　

森　

美
智
代　

さ
ん

　
　
　
　
　

吉
田
町
常
友

　

加　

藤　
　
　

學　

さ
ん

　
　
　
　
　

美
土
里
町
本
郷

　

髙　

本　

徹　

雄　

さ
ん

　
　
　
　
　

甲
田
町
高
田
原

　

大　

中　

道　

子　

さ
ん

　
　
　
　
　

吉
田
町
桂

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　

八　

島　

芳　

樹　

さ
ん

　
　
　
　
　

高
宮
町
羽
佐
竹

　

佐
々
木　
　
　

清　

さ
ん

　
　
　
　
　

向
原
町
坂

　

小
笠
原　

孝　

幸　

さ
ん

　
　
　
　
　

八
千
代
町
下
根

　

䑓　
　
　

法　

子　

さ
ん

　
　
　
　
　

吉
田
町
吉
田

■
諮
問
（
３
件
）

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　

上　

野　

豊　

博　

さ
ん

　
　
　
　
　
　

甲
田
町
下
小
原

　
　

五
郎
丸　

玲　

子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
八
千
代
町
佐
々
井

　
　

松　

原　

美
和
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　

吉
田
町
常
友

承
　
認

■
同
意
（
１
件
）

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　

迫　

広　

淑　

文　

さ
ん

　
　
　
　
　
　

吉
田
町
吉
田

同
　
意

3月定例会3月定例会

可
　 

決

政策的な経費を外した骨格予算で編成　
一　般　会　計　184億8300万円�（対前年度　27億5300万円減�－13.0％）　
特　別　会　計　��91億9178万円� （対前年度　14億7051万円減�－13.8％）　
下水道事業会計　��11億��945万円�（公共下�水道事業特別会計と特定環境保全公共下水道事業特別会計が移行）
水道事業会計　��15億1554万円�（対前年度　　　��6327万円減�－4.0％）　　
　総　　　額　　302億9977万円�（対前年度　31億7734万円減�－9.5％）　　
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■
付
託
議
案
以
外
で
可

決
さ
れ
た
主
な
議
案
の

概
要
と
質
疑

議
案
第
４
号

○�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（�

通
称
：
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ

ン
化
法
の
改
正
に
よ
る
関
係

条
例
の
改
正
）

議
案
第
10
号

○�

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（�

成
年
被
後
見
人
で
あ
っ
て
も
、

登
録
の
意
思
が
確
認
で
き
れ

ば
印
鑑
登
録
が
可
能
と
な
る

改
正
）

議
案
第
18
号

○�

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

（�
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
る
条

項
ず
れ
を
整
理
）

議
案
第
11
号

○�

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

（�

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
本
人
確
認
情
報

の
長
期
か
つ
確
実
な
保
存
の

た
め
、
住
民
票
を
削
除
し
た

　

�

後
も
「
除
票
」
と
し
て
保
存
。

保
存
期
間
は
現
行
の
５
年
間

か
ら
１
５
０
年
間
に
延
長
。）

■
質
疑

熊
高　

保
存
期
間
が
長
期
だ

が
、
保
存
方
法
は
具
体
的
に
ど

う
な
る
の
か
。

岩
﨑
市
民
部
長　

デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
長
期
保
存
が
可
能
と
な

る
。

熊
高　

保
存
へ
の
取
り
組
み
は
。

岩
﨑
市
民
部
長　

安
全
管
理
措

置
や
不
正
取
得
に
対
す
る
罰
則

等
の
保
護
措
置
が
規
定
さ
れ
、

市
長
の
安
全
管
理
義
務
が
明
確

に
な
っ
た
。

　

本
定
例
会
に
お
い
て
付
議
さ

れ
た
41
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

3月定例会3月定例会

本会議の議決風景

２
年
度
予
算

政策的な経費を外した骨格予算で編成　
一　般　会　計　184億8300万円�（対前年度　27億5300万円減�－13.0％）　
特　別　会　計　��91億9178万円� （対前年度　14億7051万円減�－13.8％）　
下水道事業会計　��11億��945万円�（公共下�水道事業特別会計と特定環境保全公共下水道事業特別会計が移行）
水道事業会計　��15億1554万円�（対前年度　　　��6327万円減�－4.0％）　　
　総　　　額　　302億9977万円�（対前年度　31億7734万円減�－9.5％）　　
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

２
月
20
日
の
本
会
議

に
お
い
て
審
査
を
付
託

さ
れ
た
２
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
９
議
案

を
３
月
５
日
、
６
日
、

９
日
の
３
日
間
委
員
会

を
開
き
、
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

委
員
長　

青
原
敏
治

副
委
員
長　

大
下
正
幸

委　
　

員　

議
長
を
除

�
く
全
議
員

主
な
質
疑

　

■
一
般
会
計
■

■
総
務
部

Ｑ　

Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
に
伴
う

歳
入
の
減
額
要
因
と
、
契

約
を
含
め
た
今
後
の
見
通

し
は
。

Ａ　

Ｉ
Ｒ
Ｕ
に
つ
い
て
は
、

流
行
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
な
い
な
ど
設
備
機

器
の
更
新
時
期
に
な
っ
て

お
り
、
機
器
の
更
新
、
新

た
な
情
報
発
信
の
仕
方
に

つ
い
て
研
究
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

■
企
画
振
興
部

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

寄
附
金
に
つ
い
て
、
歳
入

か
ら
経
費
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
は
。

Ａ　

単
純
に
計
算
す
れ
ば

歳
入
予
算
額
２
億
７
千
万

円
か
ら
歳
出
予
算
額
１
億

３
７
１
０
万
円
を
引
い
た

額
で
あ
る
。
国
か
ら
返
礼

品
は
30
％
以
内
と
し
、
こ

れ
を
含
め
要
す
る
経
費
は

50
％
以
下
を
目
指
す
よ
う

指
針
が
出
て
い
る
。
ま
た

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
は
い
っ
た
ん
基
金
に

全
額
を
積
み
立
て
、
翌
年

度
以
降
に
事
業
の
財
源
と

し
て
使
用
す
る
。

予算審査予算審査

　「人件費・扶助費・公債費など義務的経費」
　「継続的に行っている事業に係る経費」　　を予算計上

行政運営に必要不可欠な

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
（
抜
粋
）

　

２
年
度
予
算
は
市
長
選
挙
が
４
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
政
策
的
な
経
費
を
除
外
し
た
「
骨

格
予
算
」
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
骨
格

予
算
」
は
新
市
長
の
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
新
規
事
業
、
政
策
的
な
事
業
並
び
に
建
設
事

業
は
計
上
せ
ず
、
行
政
運
営
に
必
要
不
可
欠
な
義
務

的
経
費
や
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
に
係
る
経
費

を
中
心
と
し
て
予
算
計
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

設備機器の更新時期になっているお太助フォン

ふるさと納税　月ごとの寄附状況（令和元年度1月末時点）
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■
行
政
委
員
会
総
合
事
務
局

Ｑ　

４
月
に
市
長
選
挙
並

び
に
県
議
会
議
員
、
市
議

会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
同

日
に
行
わ
れ
る
メ
リ
ッ
ト

は
。

Ａ　

個
別
に
か
か
る
経
費

を
除
き
、
投
票
所
、
開
票

所
に
係
る
経
費
な
ど
は
共

通
と
な
る
の
で
、
個
別
に

執
行
し
た
場
合
と
比
較
す

る
と
、
同
日
に
す
る
ほ
う

が
３
分
の
１
で
済
む
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

■
市
民
部

Ｑ　

河
川
水
質
検
査
委
託

料
の
目
的
と
減
額
と
な
っ

た
要
因
は
。

Ａ　

水
質
検
査
を
毎
年
や

る
こ
と
に
よ
り
、
水
質
環

境
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
る
か
と
い
う
調
査
が

主
な
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
同
一
河
川
で
上
流
、

中
流
、
下
流
と
何
箇
所
か

測
定
し
て
い
た
も
の
を
整

理
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額

と
な
っ
た
。

■
福
祉
保
健
部

Ｑ　

介
護
人
材
確
保
事
業

の
成
果
と
目
標
は
。

Ａ　

今
年
度
は
安
芸
高
田

市
福
祉
・
介
護
人
材
確
保

等
総
合
支
援
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
を
実
施
し
、
14
名

が
意
欲
的
に
受
講
さ
れ
、

活
気
の
あ
る
研
修
に
な
っ

た
と
報
告
を
受
け
た
。
資

格
を
取
得
さ
れ
た
方
が
市

内
の
事
業
所
等
へ
就
労
さ

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
つ
な
げ

た
い
。

■
産
業
振
興
部

Ｑ　

道
の
駅
三
矢
の
里
あ

き
た
か
た
の
指
定
管
理
料

の
積
算
根
拠
は
。

Ａ　

㈱
道
の
駅
あ
き
た
か

た
の
出
資
者
で
構
成
す
る

代
表
者
会
議
に
お
い
て
、

作
成
さ
れ
た
収
支
計
算
書

が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、

支
出
額
か
ら
収
入
額
を
差

し
引
い
た
額
を
指
定
管
理

料
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
指
定
管
理
料
は
１

年
間
で
あ
り
、
３
年
度
以

降
は
１
年
目
の
収
支
状
況

を
検
証
し
再
度
計
算
す
る
。

■
建
設
部

Ｑ　

公
営
住
宅
の
入
居
率

と
老
朽
化
し
た
住
宅
の
対

策
は
。

Ａ　

入
居
率
は
市
営
住
宅

84
・
８
％
、
市
有
住
宅
86

・
１
％
で
あ
る
。
市
営
住

宅
は
老
朽
化
に
な
り
入
居

が
難
し
い
も
の
に
つ
い
て

は
順
次
解
体
を
検
討
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
は
修
繕

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
有
住
宅
は
指
定

管
理
者
と
相
談
し
な
が
ら

計
画
に
沿
っ
て
修
繕
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

予算審査予算審査

　「人件費・扶助費・公債費など義務的経費」
　「継続的に行っている事業に係る経費」　　を予算計上

行政運営に必要不可欠な

介護職員初任者研修の様子

4月14日現在の道の駅
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主
な
質
疑

■
企
画
振
興
部

Ｑ　

式
敷
駅
周
辺
造
成

工
事
費
１
０
０
０
万
円

減
額
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
。

Ａ　

バ
ス
、
除
雪
機
の

車
庫
整
備
を
検
討
し
て

い
た
が
、
鉄
道
資
産
活

用
検
討
委
員
会
で
意
見

を
い
た
だ
き
、
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
周
辺
の

造
成
工
事
を
含
め
、
再

度
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

■
福
祉
保
健
部

Ｑ　

在
宅
福
祉
事
業
費

の
非
常
勤
職
員
報
酬
の

減
額
理
由
は
。

Ａ　

各
町
１
名
、
計
６

名
の
配
置
予
定
が
３
町

の
配
置
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
減
額
し
た
。

■
産
業
振
興
部

Ｑ　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
補
助
金

の
減
額
理
由
は
。

Ａ　

審
査
が
不
要
な
３

歳
未
満
の
子
供
、
未
就

学
児
へ
は
引
換
券
を
発

送
し
て
い
る
が
、
審
査

が
必
要
な
非
課
税
者

３
０
８
０
名
が
未
申
請

と
な
っ
て
い
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
部
分
を
減

額
し
た
。

補正予算補正予算

一般会計補正予算
�4億5226万円減額

（予算総額　221億6383万8千円）

元
年
度
補
正

可
　
決

＜ＧＩＧＡスクール構想＞

※ＧＩＧＡスクール構想とは、2023年度ま
でに全国の小・中学校児童生徒ひとり一人に
パソコンやタブレット端末等の配備や、校内
に通信ネットワーク整備をする構想。

主な事業の増額

主な事業の減額

ＩＣＴ機器を利用した授業風景

旧三江線式敷駅

� 単位：千円

事　　業　　名 金　　　　額
田んぼアート公園整備事業　ほか 38,960
プレミアム付商品券発行事業 34,346
橋梁維持事業 30,000
農業用施設災害復旧事業 160,700
土木施設災害復旧事業 168,830

� 単位：千円

事　業　名 金　額
情報教育推進基盤整備事業 65,859
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■
質
疑

塚
本　

あ
る
事
案
に
対

し
市
長
か
ら
職
員
ま
で

関
連
が
あ
る
場
合
、
市

長
だ
け
が
責
任
を
負
う

の
か
、
担
当
職
員
ま
で

責
任
を
負
う
の
か
。

内
藤
総
務
課
長　

損
害

賠
償
に
つ
い
て
は
各
個

人
に
対
し
て
求
め
ら
れ

る
額
で
あ
り
、
個
々
に

考
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

石
飛　

近
年
住
民
訴
訟

が
増
加
し
て
い
る
が
、

具
体
的
に
は
。

内
藤
総
務
課
長　

１
億

円
以
上
の
高
額
の
損
害

賠
償
事
例
が
出
て
お
り
、

職
員
が
萎
縮
せ
ず
仕
事

が
で
き
る
勤
務
環
境
を

整
え
る
た
め
の
条
例
改

正
で
あ
る
。

■
質
疑

新
田　

県
の
最
低
賃
金

は
時
給
８
７
１
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
踏
ま
え
た
変
更
を
考

え
て
い
る
の
か
。

内
藤
総
務
課
長　

削
除

す
る
部
分
は
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
移
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
い
ず
れ

も
県
の
最
低
賃
金
よ
り

高
い
設
定
と
な
っ
て
お

り
、
改
定
は
考
え
て
い

な
い
。

■
質
疑

新
田　

平
成
37
年
度
ま

で
に
譲
渡
、
ま
た
は
廃

止
を
検
討
さ
れ
て
い
る

施
設
も
あ
る
が
、
こ
の

1
年
間
稼
働
し
て
い
な

い
施
設
に
つ
い
て
は
。

猪
掛
企
画
振
興
部
長

　

利
用
状
況
等
を
鑑
み

進
め
て
い
き
た
い
。

塚
本　

指
定
管
理
料
が

４
４
０
０
万
円
増
加
し

て
い
る
が
。

高
藤
財
政
課
長　

道
の

駅
関
係
、
多
文
化
共
生

関
係
の
新
規
が
２
件
、

他
は
消
費
税
増
税
の
影

響
が
原
因
。

先
川　

向
原
駅
駐
車
場

の
指
定
管
理
者
の
変
更

理
由
、
一
部
駐
車
場
の

無
料
化
に
つ
い
て
は
。

小
野
管
理
課
長　

公
募

に
よ
り
決
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
業
者
は
応

募
さ
れ
な
か
っ
た
。
民

間
事
業
者
の
近
隣
駐
車

場
へ
の
影
響
も
考
慮
し
、

こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題

と
し
て
考
え
て
い
る
。

塚
本　

複
数
の
希
望
者

が
い
た
た
め
公
募
に
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
他

の
施
設
で
も
複
数
の
希

望
者
が
い
れ
ば
公
募
が

基
本
と
い
う
こ
と
で
よ

い
か
。

高
藤
財
政
課
長　

公
募

が
原
則
だ
が
、
設
立
の

経
過
等
の
社
会
的
状
況
、

管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

も
総
合
的
に
考
え
、
ほ

と
ん
ど
の
施
設
に
つ
い

て
は
公
募
を
行
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
は
公
募
に
す
る
か
特

定
業
者
と
進
め
て
い
く

か
状
況
に
よ
っ
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

市
長
等
の
損
害
賠
償
責

任
の
一
部
免
責
に
関
す

る
条
例

　

■
概
要

　

地
方
公
共
団
体
の
長
、

職
員
等
の
損
害
賠
償
責

任
の
う
ち
一
定
額
を
超

え
る
部
分
を
免
除
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
。

特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

■
概
要

　

特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
う
ち
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に

移
行
す
る
職
員
を
削
除

す
る
も
の
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

■
概
要

　

公
の
施
設
に
お
け
る

指
定
管
理
者
の
指
定
手

続
き
等
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
、
管
理

運
営
を
指
定
管
理
者
に

行
わ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
議
決
を
求
め
る
も
の
。

市
職
員
の
服
務
の
宣
誓

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

■
概
要

　

地
方
公
務
員
法
及
び

地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
令
和
２
年
度

よ
り
新
設
す
る
会
計
年

度
任
用
職
員
の
服
務
の

宣
誓
に
つ
い
て
定
め
る

た
め
、
所
要
の
改
定
を

行
う
も
の
。

総務企画総務企画
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

２
月
25
日
、
３
月
２

日
に
委
員
会
を
開
き
、

議
案
９
件
を
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○�

安
芸
高
田
市
長
等
の

損
害
賠
償
責
任
の
一

部
免
責
に
関
す
る
条

例
○�

安
芸
高
田
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○�

安
芸
高
田
市
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

�

ほ
か
６
件

委
員
長　

宍
戸
邦
夫

副
委
員
長　

新
田
和
明

委　
　

員　

石
飛
慶
久

�

山
本　

優

�

塚
本　

近

�

先
川
和
幸
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■
質
疑

新
田　

仕
事
中
の
事
故

で
は
あ
る
が
、
本
人
が

給
料
等
か
ら
一
部
を
負

担
し
て
い
く
よ
う
な
制

度
の
考
え
は
。

内
藤
総
務
課
長　

職
員

の
損
害
賠
償
責
任
に
つ

い
て
は
地
方
自
治
法
に

規
定
が
あ
り
、
物
品
を

使
用
し
て
い
る
職
員
の

損
害
賠
償
の
要
件
と
し

て
、
故
意
ま
た
は
重
大

な
過
失
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
重
大
な

過
失
と
い
う
の
は
、
ほ

と
ん
ど
故
意
に
近
い
著

し
い
注
意
欠
如
の
状
態

と
あ
り
、
法
律
違
反
に

よ
る
も
の
等
が
該
当
す

る
と
想
定
さ
れ
、
今
回

の
件
に
つ
い
て
は
故
意

ま
た
は
重
大
な
過
失
に

よ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、

本
人
は
損
害
賠
償
請
求

の
責
任
は
負
わ
な
い
と

考
え
て
い
る
。

■
質
疑

塚
本　

ふ
る
さ
と
納
税

の
月
別
の
納
税
額
が
昨

年
か
ら
増
え
た
要
因
は
。

高
下
地
方
創
生
推
進
課

長　

返
礼
品
の
ヒ
ッ
ト

商
品
を
出
す
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
特
に
鶏
肉
は
品
質

が
非
常
に
よ
く
、
値
段

が
安
く
て
量
も
た
く
さ

ん
あ
る
と
口
コ
ミ
や
ブ

ロ
グ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
、

よ
い
評
判
が
広
ま
っ
て

い
る
。

基
幹
集
会
所
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

■
概
要

　

現
在
利
用
を
中
止
し

て
い
る
吉
田
町
の
可
愛

集
会
所
の
廃
止
及
び
可

愛
振
興
セ
ン
タ
ー
の
増

改
築
に
伴
い
、
安
芸
高

田
市
基
幹
集
会
所
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
和
解
に
つ
い
て

　

■
概
要

　

令
和
元
年
10
月
４
日

に
発
生
し
た
公
用
車
の

交
通
事
故
に
係
る
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
、
及
び
和
解
に
つ
い

て
地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
12
号
及
び
13

号
の
規
定
に
よ
り
議
決

を
求
め
る
も
の
。

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ

い
て

　

■
概
要

　

地
元
要
望
に
伴
い
、

吉
田
町
の
小
山
会
館
用

地
及
び
旧
小
山
格
納
庫

を
無
償
譲
渡
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
６

号
の
規
定
に
よ
り
議
決

を
求
め
る
も
の
。

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
和
解
に
つ
い
て

　

■
概
要

　

平
成
28
年
３
月
３
日

に
発
生
し
た
公
用
車
の

交
通
事
故
に
係
る
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
、
及
び
和
解
に
つ
い

て
地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
12
号
及
び
13

号
の
規
定
に
よ
り
議
決

を
求
め
る
も
の
。

市
に
設
置
し
た
公
の
施

設
の
廃
止
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

　

■
概
要

　

本
市
区
域
内
に
設
置

し
た
島
根
県
邑
南
町
の

邑
南
町
町
営
バ
ス
高
宮

線
を
廃
止
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
島
根
県
邑
南

町
よ
り
協
議
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
た
め
、
地

方
自
治
法
第
２
４
４
条

の
３
の
規
定
に
よ
り
議

決
を
求
め
る
も
の
。

報　

告　

事　

項

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
受

け
入
れ
状
況
に
つ
い
て

�

ほ
か
１
件

総務企画総務企画

寄附者が選んだ寄附金の使途項目の状況（令和元年度1月末時点）

無償譲渡される小山会館用地及び旧小山格納庫
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■
質
疑

児
玉　

一
生
懸
命
運
動

等
を
し
て
も
保
険
料
が

下
が
ら
な
い
と
住
民
の

意
識
が
上
が
っ
て
こ
な

い
と
思
う
が
、
具
体
的
に

個
人
に
返
せ
る
も
の
は
。

大
田
福
祉
保
健
部
長

　

県
単
位
化
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
市
独
自
で

保
険
料
を
下
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
を

利
用
し
て
保
険
料
と
は

別
に
何
か
を
返
し
て
い

く
事
業
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

■
質
疑

水
戸　

今
回
の
改
正
の

要
因
は
、
人
権
三
法
等

の
一
本
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
の
も
の
か
。

中
村
人
権
多
文
化
共
生

推
進
課
長　

同
和
問
題

を
初
め
と
す
る
差
別
、

外
国
人
に
対
す
る
差
別
、

女
性
差
別
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
き
て
お
り
、

外
国
人
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
が

出
て
き
た
た
め
、
今
回

多
文
化
共
生
に
つ
い
て

明
確
に
し
て
い
く
も
の
。

■
質
疑

玉
井　

利
用
に
関
し
て

何
か
変
わ
る
と
こ
ろ
は
。

小
椋
生
涯
学
習
課
長

　

利
用
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
各
町
の

文
化
セ
ン
タ
ー
で
受
付

を
行
い
、
鍵
を
受
け
渡

す
方
法
で
行
っ
て
い
き

た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

■
概
要

　

県
全
体
の
激
変
緩
和

措
置
が
終
了
し
、
準
統

一
保
険
料
と
な
る
５
年

後
に
向
け
、
県
か
ら
の

指
示
数
値
を
勘
案
し
た

上
で
急
激
な
国
保
税
の

上
昇
に
な
ら
な
い
よ
う

市
独
自
の
軽
減
措
置
に

よ
り
税
率
の
改
定
を
行

う
も
の
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

■
概
要

　

国
に
お
い
て
、
近
年

の
差
別
の
実
態
を
踏
ま

え
障
害
者
差
別
解
消
推

進
法
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
、
部
落
差
別

解
消
推
進
法
の
人
権
三

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

及
び
情
報
化
社
会
の
進

展
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
事

象
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

社
会
体
育
施
設
等
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

■
概
要

　

令
和
２
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
来
原
小
学
校

が
閉
校
と
な
る
こ
と
か

ら
、
来
原
小
学
校
体
育

館
を
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
社
会
体
育
施
設

と
し
て
管
理
す
る
た
め

所
要
の
改
正
を
行
い
、

ま
た
、
施
設
の
名
称
に

つ
い
て
表
記
を
改
め
る

も
の
。

文教厚生文教厚生
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

２
月
26
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
３
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○�

安
芸
高
田
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○�

安
芸
高
田
市
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○�

安
芸
高
田
市
社
会
体

育
施
設
等
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

委
員
長　

秋
田
雅
朝

副
委
員
長　

玉
井
直
子

委　
　

員　

児
玉
史
則

　
　
　
　
　

青
原
敏
治

　
　
　
　
　

水
戸
眞
悟

社会体育施設として管理される旧来原小学校体育館

請　願

〔審査結果〕�上記の請願は委員会で引き続き継続審査とした。

甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸高田市甲田町高田原産業廃
棄物最終処分場建設許可差し止めに関する請願書
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■
質
疑

芦
田　

県
道
か
ら
ほ
と

と
ぎ
す
遊
園
に
入
る
入

り
口
の
看
板
が
色
あ
せ

て
い
る
。
新
し
い
看
板

に
取
り
換
え
た
ら
民
間

事
業
者
の
や
る
気
が
出

る
と
思
う
が
。

松
野
商
工
観
光
課
長

　

入
り
口
の
看
板
は
重

要
な
告
知
要
素
と
考
え

て
い
る
。
事
業
主
体
が

変
わ
る
段
階
で
、
事
業

者
と
看
板
の
整
備
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
た
い
。

山
根　

キ
ャ
ン
プ
場
は

民
間
事
業
者
が
決
ま
る

ま
で
利
用
で
き
な
い
の

か
。
利
用
料
金
は
民
間

事
業
者
に
任
せ
る
の
か
。

松
野
商
工
観
光
課
長

　

数
カ
月
間
利
用
を
止

め
る
こ
と
に
な
る
が
、

キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
に

入
る
こ
ろ
に
は
再
開
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

利
用
料
金
は
民
間
事
業

者
が
設
定
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

■
質
疑

山
根　

畜
産
農
家
が
減

少
し
、
管
理
運
営
部
会

に
入
っ
て
い
る
畜
産
農

家
も
減
少
し
て
い
る
と

思
う
が
、
現
在
、
堆
肥

セ
ン
タ
ー
を
使
わ
れ
て

い
る
畜
産
農
家
の
戸
数

は
。

三
戸
地
域
営
農
課
長

　

畜
産
農
家
は
、
美
土

里
町
４
戸
、
高
宮
町
６

戸
、
甲
田
町
２
戸
で
あ

る
。
今
後
、
組
織
の
あ

り
方
や
改
編
を
含
め
て

指
導
を
進
め
た
い
。

■
質
疑

前
重　

家
賃
が
滞
っ
た

際
に
、
保
証
人
が
い
な

い
た
め
に
誰
が
払
う
の

か
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
。

小
櫻
住
宅
政
策
課
長　

　

低
所
得
者
や
入
居
の

要
配
慮
者
に
対
し
て
、

住
宅
を
提
供
す
る
こ
と

に
重
き
を
置
い
て
、
改

正
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。

滞
納
者
へ
は
、
訪
問
に

よ
り
、
早
い
段
階
で
の

声
掛
け
を
行
う
な
ど
、

本
人
に
対
し
て
話
を
し

て
い
き
た
い
。

ほ
と
と
ぎ
す
遊
園
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

■
概
要

　

ほ
と
と
ぎ
す
遊
園
の

園
内
キ
ャ
ン
プ
場
の
民

間
事
業
者
へ
の
経
営
移

行
に
よ
る
運
営
継
続
を

踏
ま
え
、
ほ
と
と
ぎ
す

遊
園
の
範
囲
か
ら
キ
ャ

ン
プ
場
を
外
す
も
の
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

■
概
要

　

施
設
の
管
理
を
行
っ

て
い
る
堆
肥
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
部
会
が
指
定

管
理
者
の
利
用
計
画
に

応
じ
た
施
設
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
、
利
用
時

間
、
利
用
料
金
に
つ
い

て
改
正
す
る
も
の
。

市
営
住
宅
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

■
概
要

　

住
宅
困
窮
者
の
入
居

促
進
を
目
的
と
し
、
市

営
住
宅
並
び
に
市
が
管

理
す
る
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
、若
者
定
住
住
宅
、

若
者
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の

入
居
条
件
か
ら
、
連
帯

保
証
人
を
削
除
す
る
こ

と
と
合
わ
せ
て
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

市
有
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

産業建設産業建設
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

２
月
28
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
４
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○�

安
芸
高
田
市
ほ
と
と

ぎ
す
遊
園
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○�

安
芸
高
田
市
堆
肥
セ

ン
タ
ー
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○�

安
芸
高
田
市
営
住
宅

条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○�

安
芸
高
田
市
有
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

委
員
長　

熊
高
昌
三

副
委
員
長　

芦
田
宏
治

委　
　

員　

山
根
温
子

　
　
　
　
　

前
重
昌
敬

　
　
　
　
　

大
下
正
幸

　
　
　
　
　

金
行
哲
昭

　

■
概
要

　

住
宅
困
窮
者
の
入
居

促
進
を
目
的
と
し
、
市

有
住
宅
入
居
条
件
か
ら

連
帯
保
証
人
を
削
除
す

る
と
と
も
に
駐
車
場
使

用
料
の
改
正
を
行
う
も

の
。

ほととぎす遊園キャンプ場

甲田堆肥センター
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一般
質問

５人が  　
市政を問う

一問一答

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

インターネット議会中継
�一般質問・本会議をみてください！

〔視聴方法〕〔視聴方法〕

https://www.akitakata.jp/ja/parliament/https://www.akitakata.jp/ja/parliament/
市ホームページ 安芸高田市議会 議会中継→→ →→

インターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン環境などにより、正常にインターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン環境などにより、正常に
視聴できない場合がありますので、ご了承ください。視聴できない場合がありますので、ご了承ください。

新
田　

寄
附
の
状
況
は
。

市
長　

今
年
度
１
月
末

で
２
億
２
７
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

内
、
鶏
肉
が
８
割
を
占

め
、
米
・
野
菜
な
ど
で

あ
る
。

新
田　

農
業
体
験
な
ど

を
応
援
事
業
に
入
れ
、

体
験
型
の
返
礼
品
を
充

実
さ
せ
て
は
。

市
長　

本
市
に
来
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
や
、

関
係
人
口
を
つ
く
る
こ

と
に
も
繋
が
る
。今
後
、

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

新
田　

応
援
事
業
の
内

容
を
明
確
に
し
、
ソ
サ

エ
テ
ィ
5.0
社
会
を
見
据

え
た
財
源
確
保
が
重
要

課
題
と
考
え
る
が
。

市
長　

ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0

の
事
業
展
開
が
必
要
と

な
る
。
先
駆
的
な
特
徴

あ
る
取
り
組
み
で
、
多

く
の
方
に
応
援
し
て
も

ら
え
る
工
夫
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
田　

企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
で
、
公
共
交
通

の
実
証
事
業
の
考
え
は
。

市
長　

道
の
駅
を
活
用

し
、
利
用
者
や
物
流
等

全
市
的
に
活
性
化
に
結

び
付
く
よ
う
考
え
る
。 ふるさと納税返礼品の鶏肉

（写真は製造元から提供）

新田 和明
（無所属）

今後の課題は
市長／ヒット商品をいかに
　　　つくるかが課題である

ふ
る
さ
と
納
税
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一般
質問

芦
田　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト

事
業
は
、
来
年
、
本
格

開
業
の
予
定
に
な
っ
て

い
る
が
、
進
捗
状
況
と

残
さ
れ
た
課
題
を
伺
う
。

市
長　

公
園
の
敷
地
造

成
工
事
に
着
手
。
テ
ナ

ン
ト
出
店
希
望
者
と
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
基
本
設

計
業
者
の
選
定
を
行
っ

た
。
課
題
は
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
の
集
客
で
あ
る
。

芦
田　

運
営
主
体
の
確

立
と
安
定
し
た
経
営
体

制
の
早
期
実
現
を
ど
の

よ
う
に
図
る
の
か
。

市
長　

一
般
社
団
法
人

元
就
新
城
下
が
設
立
さ

れ
、
将
来
的
な
運
営
管

理
者
と
し
て
、
継
続
的

に
協
議
を
進
め
て
い
る
。

芦
田　

ま
だ
、
テ
ナ
ン

ト
出
店
者
が
決
ま
っ
て

い
な
い
な
か
で
屋
台
村

の
建
設
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

行
森
産
業
振
興
部
特
命

担
当
部
長　

テ
ナ
ン
ト

募
集
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
い
た
だ
い
た
方
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
た
。
今
後
は
、
要
項

を
作
り
公
募
し
て
い
く
。

何
社
が
妥
当
か
、
事
業

規
模
等
も
勘
案
し
て
総

合
的
に
進
め
て
い
く
。

進捗状況と
� 課題は
市長／敷地造成工事に着手　　　

オフシーズンの集客が課題

田
ん
ぼ
ア
ー
ト

事
業　
　
　
　

芦田 宏治
（無所属）

たかたんの田んぼアート（令和元年８月）

宍
戸　

教
職
員
の
勤
務

時
間
な
ど
労
働
環
境
の

実
態
把
握
は
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
労
働
環
境

の
整
備
は
。

教
育
長　

勤
務
時
間
は
、

現
在
、
勤
務
時
間
管
理

表
に
よ
り
実
態
把
握
し

て
い
る
。
令
和
２
年
度

か
ら
市
内
小
・
中
学
校

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
が
、
学
校
に
と
っ

て
仕
事
が
増
え
る
の
で

は
な
く
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
教
職
員
の
働

き
方
改
革
を
さ
ら
に
進

め
る
視
点
で
地
域
や
関

係
団
体
の
力
を
借
り
な

が
ら
役
割
分
担
を
図
り
、

教
職
員
の
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
で
職
場
環
境

の
整
備
に
努
め
る
。

人
口
減
少
・

超
高
齢
化
社
会

宍
戸　

こ
れ
か
ら
の
安

芸
高
田
市
行
政
の
あ
り

方
へ
の
思
い
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
基
盤
の
上
で
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
積

極
的
に
活
用
し
た
中
山

間
地
域
の
活
性
化
等
、

新
た
な
展
開
を
目
指
す

時
期
に
来
て
い
る
と
思

う
。

学　校

教
育
長
／
働
き
方
改
革
を
　

さ
ら
に
進
め
る

教
職
員
の

　
　

労
働
環
境
は

市から全戸配布されたリーフレット

宍戸 邦夫
（無所属）
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一般
質問

前
重　

市
社
会
福
祉
協

議
会
の
指
導
監
査
に
お

い
て
は
、
31
年
１
月
17

日
に
実
施
さ
れ
、
５
カ

月
後
の
同
年
６
月
３
日

に
再
度
指
導
監
査
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
指
導

監
査
に
至
っ
た
経
緯
は
。

市
長　

一
部
の
前
理
事

か
ら
、
役
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
、
活
動
旅
費

に
つ
い
て
の
監
査
要
請

が
あ
り
、
追
加
の
監
査

を
実
施
し
た
。

前
重　

指
導
監
査
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
役
員

の
活
動
旅
費
が
報
酬
で

あ
る
な
ら
ば
、
報
酬
の

額
が
評
議
委
員
会
の
決

議
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
な
い
の
で
是
正
す
る

こ
と
、
役
員
の
活
動
旅

費
が
報
酬
で
あ
る
な
ら

ば
、
規
程
に
基
づ
く
月

額
の
役
員
報
酬
額
や
役

員
等
報
酬
総
額
（
年
総

額
）
と
し
て
最
高
限
度

額
を
超
え
て
支
払
わ
れ

て
い
る
の
で
是
正
す
る

こ
と
等
と
さ
れ
、
改
善

済
み
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
市
の
対
応
に
つ

い
て
は
。

大
田
福
祉
保
健
部
長　

再
度
定
例
監
査
の
中
で

確
認
し
、
ま
た
、
必
要

で
あ
れ
ば
担
当
よ
り
確

認
す
る
。

市社会福祉協議会

金
行　

市
長
の
平
成
20

年
か
ら
３
期
12
年
を
振

り
返
っ
て
の
思
い
を
。

市
長　

地
域
格
差
の
な

い
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

施
策
を
実
行
し
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で

傾
注
し
た
。
政
治
目
標

達
成
の
た
め
、
お
太
助

ワ
ゴ
ン
の
運
行
、
学
習

補
助
員
配
置
、
多
文
化

共
生
な
ど
を
行
っ
て
き

た
が
、
引
き
続
き
人
口

減
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。働

き
方
改
革
で

副
業
解
禁
は

金
行　

地
方
公
務
員
の

副
業
の
基
準
は
。

市
長　

地
方
公
務
員
の

い
わ
ゆ
る
副
業
に
つ
い

て
は
地
方
公
務
員
法
第

38
条
の
規
定
に
よ
り
制

限
が
あ
り
、
職
員
の
占

め
て
い
る
職
と
当
該
営

利
企
業
等
と
の
利
害
関

係
が
な
く
、
職
員
の
職

務
の
遂
行
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
基
準

を
設
け
許
可
を
し
て
い

る
。

３期1２年を
　　振り返って
市長／安心して暮らせる

まちづくり

市　

長

市社会福祉
協議会
市
長
／
役
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
、　
　
　
　

活
動
旅
費
に
つ
い
て
監
査
要
請
あ
り

監
査
を
半
年
の
間
に

２
回
実
施
、
経
緯
は

金行 哲昭
（無所属）

前重 昌敬
（無所属）

平成21年10月1日お太助ワゴンスタート
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地域懇談会地域懇談会

地域懇談会
意見・要望�に関する 調査状況！

　前回の議会だよりには有害鳥獣対策に関す
る調査として、「里山・竹林整備の現地調査」
や「超音波忌避装置の効果に関する現地調査」
のほか、通学路整備に関する調査の状況につ
いて掲載しました。
　今回は、公共交通についての調査内容を報
告します。（総務企画常任委員会）

お太助ワゴンの利用状況

平成30年度の利用場所ランキング

平成26年度 平成30年度 増減
運 行 日 数 244日 244日 0日
総 運 行 便 数 12,594回 11,887回 ▲1,067回
稼 働 率 86.0％ 81.2％ ▲4.8％
総 利 用 者 数 43,088人 33,805人 ▲9,283人
1日平均利用者数 176.6人 138.5人 ▲38.1人
運 行 料 金 収 入 13,867,500円 11,320,800円 ▲2,546,700円
運行にかかる委託料 62,336,760円 62,598,720円 261,960円
公 費 負 担 額 48,469,260円 51,277,920円 2,808,660円

○�新型コロナウイルス感染症の市議会の対応として、今年度の地域懇談会の開催は中止としまし
た。また、常任委員会の先進地視察の実施、視察の受け入れ、議員活動による先進地視察及び
研修会等の参加は自粛することとしましたので、ご理解くださいますようお願いいたします。

■市議会の調査活動について

【利用状況の特徴】
○�過去5年間の利用者数は、
年々減少傾向。人口の自然
減少も、要因の一つ。
○�利用が多い上位400名の
年代別の割合は、81歳か
ら90歳の方が55%と最
も多く、71歳以上の利用者
が、全体の約9割を占める。
○買い物と通院での利用が多い。

利用場所
１ イズミゆめタウン吉田店
2 吉田総合病院
3 Ａコープ　向原店
4 Ａコープ　たかみや店
5 ショッピングセンターパルパ
6 Ａコープ　みどり店
7 沢崎外科
8 お太助ワゴン受付センター（乗継）
9 津田医院

10 佐々部診療所

質疑：駐停車場所の舗装が悪い箇所があるとの苦情を以
前聞いているが、対処されているのか。また、道の駅を
最終乗降場所とする考えはないか。
答弁：まだ対応しておらず、現地の状況を再度確認する。
お太助ワゴンは、出発場所から目的地までを1時間以内
とする運行ルールがある。現行では、いったん吉田町の
中心部に乗り入れて、乗り換えで道の駅に行くことにな
るが、利便性の向上を考え、直接行くことができるよう
に調整をしている。高宮方面からの路線が1時間以内に
到着しない問題があるが、その部分は運行を始めてみて、
どのような状況になるかを見ながら検討したい。

さらなる利便性の向上が望まれるお太助ワゴン

○利用促進には、新たな登録者を増やすことと、若い年齢層の利用の促進が必要。
○利用ニーズへの対応や、新たな技術を活用した利便性の改善などの研究が必要。

■今後の検討課題
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地域懇談会地域懇談会

　

安
芸
高
田
市
議
会
で
は
、

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
傍
聴
の
際
に
次
の
お

願
い
を
し
ま
し
た
。

〇�

消
毒
液
に
よ
る
手

の
洗
浄

〇
マ
ス
ク
の
着
用

〇�

37
・
５
度
以
上
の

発
熱
の
症
状
の
方

の
傍
聴
禁
止

〇�

間
隔
を
空
け
て
の

着
席

※
今
後
、
状
況
に
よ
り
内

容
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

未
来
に
向
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

�

（
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
所
属
）

新
議
員
の
紹
介

武た
け 

岡お
か  

隆た
か 

文ふ
み　

議
員

議
会
傍
聴
時
の

議
会
傍
聴
時
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

対
策
に
つ
い
て

多様な意見要望を聴取。

838件の意見要望を聴取し、
市長へ提出。「市民との懇談
会の開催」を要望。

771件の意見要望を聴取し、
市長へ提出。「懇談会の内容
を施政方針で配慮すること」
を約束。

（※ 委員会等において、部長・
課長からも市民の意見要望を
確認しているとの答弁あり。）

一般質問や委員会（予算・決
算の審査、所管事務調査）で
活用。
現地調査の実施。

一般質問や委員会（予算・決
算の審査、所管事務調査）で
活用。
協議会（勉強会）の開催。

一般質問や委員会（予算・決
算の審査、所管事務調査）で
活用。
協議会の開催、現地調査の実
施、先進地視察での調査を実
施。

議会だよりに、各会場の意見要望や
地域の課題を掲載。（議会報告会で
のQAを別途掲載）
議会報告会において報告。

議会だよりに、各会場の意見要望、
今後の取組み、市長へ意見要望を提
出し、「市民との懇談会の開催」を
要望したことを掲載。

議会だよりに、各会場の意見要望、
今後の取組み、市長への意見要望の
提出、委員会の調査状況について掲
載。
ホームページに懇談会の実施状況を
掲載。（アクセスが1ヵ月に約500
件あり、関心が高い。）

地域懇談会による成果
２9年度

30年度

01年度

市民の意見要望

市民の意見要望

市民の意見要望

委員会等での活用

委員会等での活用

委員会等での活用

市民への報告

市民への報告

市民への報告
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芸北広域環境施設組合芸北広域環境施設組合
（きれいセンター）（きれいセンター）

　

２
年
２
月
17
日
に
芸

北
広
域
環
境
施
設
組
合

議
会
の
定
例
会
が
北
広

島
町
で
開
催
さ
れ
、
議

案
４
件
を
慎
重
に
審
査

し
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
認
定
し
ま

し
た
。（

主
な
審
査
）

○�

芸
北
広
域
環
境
施
設

組
合
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○�

令
和
元
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

�

ほ
か
２
件

芸
北
広
域
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員

�

前
重　

昌
敬

　
　
　
　

熊
高　

昌
三

　
　
　
　

金
行　

哲
昭

　
　
　
　

青
原　

敏
治

�

先
川　

和
幸

�

ほ
か
北
広
島
町

�

議
会
議
員
３
名

今後のごみ処理について
既存施設Ｈ７年稼働、26年経過、ごみ処理量増

新しいごみ処理体制の推進にむけ

施設供用開始目標年次
令和10（２0２8）年４月

※「課題と対応」、「ごみ処理基本方針」、「具体的計画案」、「今後の取り組み」については
今後の議会だよりに掲載する予定です。

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29

ごみ処理量の推移
平成年度

（t ／年） 合　計　　　燃えるごみ　　　燃えないごみ・粗大ごみ等
高齢化 人口減少 財政悪化

担い手不足 ライフスタイル
の都市化

自治体予算
の縮減

農地・森林の保全
管理機能の低下

ごみ出し・分別
のシステム崩壊

公共施設の改修
コストの増加

死亡鹿等の焼却処理数の増加

空き家のごみ（ごみ屋敷）の増加

ごみ処理費用の財源不足

〇当地域の抱える課題

現　状
��

２
年
度
予
算

可　

決

　　�人口減少　増える　燃えるごみ

対前年度�対前年度�22702270万円増万円増
一般会計�一般会計�66億億90879087万円万円

どうする？
できることは？
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明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
の
主
催
で
、
美
土

里
中
学
校
当
時
２
年
生

の
生
徒
に
よ
る
生
徒
議

会
が
１
月
27
日
に
議
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

11
月
か
ら
ク
ラ
ス
24

名
全
員
で
地
域
の
課
題

や
市
の
施
策
を
調
べ
て

話
し
合
い
、
ま
と
め
た

質
問
事
項
を
一
般
質
問

形
式
で
市
長
へ
問
い
ま

し
た
。
人
口
減
少
や
少

子
化
に
対
す
る
取
り
組

み
、
道
の
駅
に
関
す
る

こ
と
や
観
光
客
増
加
の

取
り
組
み
、
空
き
家
の

利
活
用
や
廃
校
施
設
等

の
再
利
用
な
ど
、
自
分

た
ち
の
思
い
や
提
案
を

施
策
に
反
映
で
き
な
い

か
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
の
終
わ

り
に
は
『
よ
り
よ
い
安

芸
高
田
市
・
美
土
里
町

に
す
る
た
め
、「
恕じ

ょ

」

の
心
を
大
切
に
し
て
学

校
生
活
を
送
る
た
め
の

決
議
』
を
行
い
、『
お

互
い
に
協
力
し
合
い
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
る
思
い
や
り
の
心

「
恕じ

ょ

」
を
大
切
に
し
て

学
校
生
活
を
送
る
』
と

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

生徒議会生徒議会

1月～3月の議会の主な活動状況議会のうごき

20日　全員協議会
　　　常任委員会構成等調査

研究特別委員会
　　　議会運営委員会
22日　議会広報特別委員会

3日　議会広報特別委員会
13日　議会運営委員会
18日　議会運営委員会
20日　第１回定例会（開会）
　　　全員協議会
　　　道の駅整備調査特別
　　　委員会
　　　 田んぼアート事業調査

特別委員会
　　　常任委員会構成等調査
　　　研究特別委員会
21日　予算決算常任委員会
　　　議会広報特別委員会
25日　本会議（補正予算）
　　　総務企画常任委員会
26日　文教厚生常任委員会
　　　議会運営委員会
28日　産業建設常任委員会

2日　本会議（一般質問）
　　　総務企画常任委員会
5日　予算決算常任委員会
6日　予算決算常任委員会
9日　予算決算常任委員会
13日　第１回定例会（閉会）
　　　議会広報特別委員会
23日　全員協議会
　　　田んぼアート事業調査

特別委員会
　　　常任委員会構成等調査
　　　研究特別委員会
27日　議会運営委員会

1月 2月 3月

議会のうごき議会のうごき

■２年第２回定例
会は６月上旬から
開会を予定してい
ます
※�詳細は、お太助フォン
や市のホームページで
お知らせいたします。

美土里中学校の生徒議員

生徒議会開催
美土里中学校生徒が市政を問う
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世
界
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
蔓
延
し
、
ま
た
日
本
に
お
い
て

も
患
者
数
が
増
加
し
て
お
り
、
感
染

さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
安
芸
高
田
市
に
お
い
て
は
感

染
者
が
お
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
十
分
に

予
防
を
行
い
、
感
染
対
策
に
十
分
ご

注
意
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
12
日
に
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
も
終
わ
り
、新
し
い
議
員
を
加
え
、

議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
新
市
長
と
と

も
に
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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愛郷小学校６年生のみなさん（1月18日） 八千代文化施設フォルテ（2月23日）

向原駅（2月22日）

第41回ひろしま小学生第41回ひろしま小学生
バンドフェスティバル出演バンドフェスティバル出演

八千代の文化祭八千代の文化祭

美土里剣道スポーツ少年団鏡開き美土里剣道スポーツ少年団鏡開き
� （高宮春風館合同）� （高宮春風館合同）

樹齢300年の枝垂れ桜樹齢300年の枝垂れ桜

甲田町高林坊（3月25日）

高宮B＆G海洋センター（2月22日）

サンフレッチェ広島装飾サンフレッチェ広島装飾
完成記念式典完成記念式典

美土里体育センター（1月11日）

リニューアルオープン記念式典リニューアルオープン記念式典


